
関
野
議
員

は
３
月
11

日
、

東
日
本
大
震

災
に
よ
る
福

島
第
一
原
子

力
発
電
所
の

事
故
で
、
足

柄
茶
か
ら
食
品
衛
生
法
の
暫
定
規
制
値
を
上
回

る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
と
指
摘
し

た
。
「
原
発
の
安
全
神
話
」
に
し
が
み
つ
き
、

対
策
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
深
刻
な
事
態

を
引
き
起
こ
し
た
。
原
発
災
害
で
は
、
国
の
責

任
で
全
面
的
で
迅
速
な
賠
償
を
東
京
電
力
に
実

施
さ
せ
る
べ
き
で
す
。

茶
葉
の
被
害
補
償
、
生
産
が

継
続
で
き
る
様
な
対
策
を
国
に

求
め
る
べ
き
と
質
問
。
次
い
で

梅
な
ど
の
他
農
産
物
の
現
状
と
対
策
。
放
射
能

汚
染
と
安
全
対
策
を
学
校
の
運
動
場
に
つ
い
て

求
め
ま
し
た
。

多
く
の
市
民
の
間
に
深
い
閉
そ
く
感
が
広
が
っ

て
い
る
。
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
り
、
新
し
い

政
治
の
流
れ
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
大
切
。

小
田
原
市
の
借
金
は
最
高
時
、
平
成
９
年
で

は
、
計
１
６
４
１
億
円
余
、
今
年
度
の
予
算
で

い
う
と
１
２
５
４
億
円
余
の
見
込
み

で
、
お
よ
そ
３
８
７
億
円
余
、
市
民

一
人
当
た
り
約
19
万
５
千
円
の
減
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
市
の
借
金
の
返

済
額
も
減
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
小
児

医
療
助
成
制
度
の
拡
大
や
国
保
料
の

引
き
下
げ
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。

市
立
病
院
を
更
に
基
幹
病
院
と
し

て
充
実
す
べ
き
。
昨
年
５
億
円
の
黒
字
と
さ
れ

た
要
因
。
医
師
過
払
い
問
題
は
事
実
と
道
理
で

解
決
を
と
見
解
を
求
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
御

殿
場
線
と
小
田
急
線
踏
切
の
拡
充
と
安
全
対
策

を
質
問
し
ま
し
た
。

【
市
長
】

お
茶
の
保
障
は
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
よ
う
、

国
に
対
し
要
望
。
小
児
医
療
助
成
は
重
要
な
施

策
、
本
年
度
の
実
施
状
況
を
見
な
が
ら
考
え
る
。

市
立
病
院
は
医
師
を
確
保
し
、
医
療
体
制
が
充

実
し
、
患
者
数
も
増
え
た
。

原
田
敏
司

議
員
は
、
初

め
に
津
波
対

策
に
つ
い
て

質
問
。
東
日

本
大
震
災
を

機
に
神
奈
川

県
西
部
地
震
や
東
海
地
震
へ
の
不
安
が
高
ま
っ

て
い
る
。
大
津
波
に
対
し
広
域
避
難
所
や
避
難

誘
導
の
あ
り
方
、
避
難
訓
練
や
防
災
教
育
な
ど

防
災
対
策
を
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
だ
。
津
波

が
来
襲
す
る
沿
岸
部
や
河
川
周
辺
部
で
は
３
階

以
上
の
鉄
筋
ビ
ル
を
津
波
避
難
ビ
ル
と
し
て
確

保
し
、
下
水
道
処
理
場
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

耐
震
化
・
津
波
対
策
を
施
す
必
要
が
あ
る
。
今

後
専
門
家
を
交
え
過
去
最
大
の
津
波
を
割
り
出

し
、
防
災
対
策
を
た
て
る
よ
う
質
し
ま
し
た
。

次
に
、
福
島
原
発
の
過
酷
事
故
に
関
連
し
、

東
海
地
震
の
震
源
域
の
中
心
に
位
置
し
世
界
一

危
険
な
浜
岡
原
発
を
廃
炉
に
、
そ
し
て
将
来
的

に
は
原
発
を
な
く
し
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換

す
る
よ
う
国
に
求
め
る
こ
と
。
ま
た
市
は
積
極

的
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
取
り
組
む
よ

う
質
問
。

最
後
に
、
大
震
災
で
深
刻
な
不
況
に
あ
え
ぐ

中
小
企
業
の
実
態
調
査
と
意
見
要
望
の
聴
取
、

そ
し
て
支
援
策
を
、
と
り
わ
け
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
導
入
を
求
め
ま
し
た
。

【
市
長
】

広
域
避
難
所
な
ど
地
域
防
災
計
画
を
見
直
す
。

今
海
抜
10
ｍ
ラ
イ
ン
と
３
階

以
上
の
建
物
の
地
図
を
作
り
、

自
治
会
の
方
と
避
難
に
適
し

た
高
台
や
建
物
、
そ
こ
に
至

る
避
難
経
路
な
ど
作
成
中
。

総
合
防
災
訓
練
等
に
津
波
避

難
訓
練
を
取
り
入
れ
、
小
中

学
校
の
津
波
対
策
・
教
育
も

検
討
中
。
県
が
専
門
家
と
津

波
の
規
模
を
再
検
討
す
る
。

浜
岡
原
発
の
十
分
な
安
全
が

図
ら
れ
な
い
な
ら
国
に
廃
炉

を
求
め
、
原
発
全
廃
は
国
の

動
向
を
見
守
る
。
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
に
積
極
的
に
取

り
組
む
。
中
小
企
業
の
現
状

や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
支
援
策

を
講
じ
て
い
く
。
地
域
活
性

化
策
と
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

田
中
利
恵
子

議
員
は
始
め
に

東
日
本
大
震
災

に
関
し
、
被
災

地
・
被
災
者
に

対
す
る
本
市
の

支
援
、
市
民
へ

の
支
援
状
況
の

周
知
に
つ
い
て
質
問
。
本
市
の
被
災
地
か
ら
の

避
難
者
の
受
け
入
れ
に
対
し
、
と
に
か
く
温
か

く
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
大
切
、
ホ
ッ
と
で
き
る

食
事
の
提
供
を
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
指

摘
。
ま
た
、
支
援
が
励
み
と
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
、
救
援
・
復
興
の
取
り

く
み
状
況
は
高
齢
者
な
ど
に
も
よ
く
分
か
る
よ

う
に
、
回
覧
板
、
公
共
施
設
へ
の
掲
示
を
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

次
に
小
田
原
市
地
域
防
災
計
画
に
関
し
、

「
海
岸
付
近
の
広
域
避
難
所
は
大
津
波
の
危
険

性
が
あ
る
の
で
見
直
し
を
」
「
高
齢
者
な
ど
の

安
否
確
認
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
「
防
災

行
政
無
線
が
聞
こ
え
に
く
い
」
な
ど
と
い
っ
た

市
民
の
声
を
直
接
質
問
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

防
災
行
政
無
線
で
は
聞
こ
え
を
良
く
す
る
た
め

に
地
域
に
あ
る
子
局
（
ス

ピ
ー
カ
ー
の
付
い
て
い
る

鉄
柱
）
の
増
設
な
ど
を
求

め
ま
し
た
。

最
後
に
介
護
を
す
る
側

の
立
場
に
立
ち
、
本
市
の

家
族
介
護
者
支
援
事
業
の

取
り
組
み
状
況
を
質
し
、

在
宅
介
護
者
の
実
態
調
査
と
訪
問
相
談
事
業
の

提
案
を
し
、
実
施
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

【
市
長

避
難
者
へ
の
食
事
の
提
供
、
回
覧
板
な
ど
は

行
う
。
広
域
避
難
所
は
検
討
す
る
。
３
月
11
日

の
震
災
発
生
後
、
自
主
防
災
組
織
や
民
生
委
員

の
方
々
に
よ
る
安
否
確
認
を
行
っ
た
地
域
も
あ

る
。
子
局
の
増
設
は
よ
く
調
査
し
て
行
っ
て
い

く
。
訪
問
相
談
事
業
は
調
査
・
研
究
し
て
い
く

な
ど
と
あ
り
ま
し
た
。
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東日本大震災にて津波避難ビルに多数の人が避難し

助かったことがマスコミ報道されています。南三陸町

の５階建ての町営団地「松原住宅」は津波避難ビルと

して造られたもので、大半の建物が津波に押し流され

る中、破損しながらも持ちこたえ、屋上まで襲って来

た津波に必死に耐えて、そこに避難していた人々は全

員助かりました。

津波避難ビルについては２００５年に内閣府が「津

波避難ビル等に係わるガイドライン」を発表、新耐震

設計基準に適合すること、鉄筋コンクリート造りであ

ること、津波浸水予想地域でかつ避難困難地域である

こと等のガイドラインを設けました。全国では１３７

自治体１７９０箇所が指定されています。

小田原市も現在３階建て以上の鉄筋コンクリートの

ビルを洗い出し、その中から強固なビルを選び、津波

が襲ってきたとき避難する施設として活用できるよう

所有者と交渉する取り組みを進めています。

原子力発電の危険が国民にふりかかり、問題の解決を求める国民運動が広がって

います。今稼動している原発は全54基中わずか17基。日本共産党は、原発依存をや

め、期限を決め原発から撤退するプログラムを策定し、同時に自然エネルギーを最

大のスピードで開発、普及することが必要だと考えています。

２０１１年度の環境省の「再生可能エネルギー導入ポテンシャル調査」によれば、

日本の自然エネルギーの可能性は非住宅系太陽光発電１億５０００万kw、風力発電

１８億８００

０万kw、他に

中小水力発電、

地熱発電など

合わせて２０

億７８００万

kwと試算され

ています。

これは現在

の総電力供給

能力２億３７

１５kwの約９

倍、原発５４

基の供給能力

４８８５kwの

約４０倍とな

ります。

自然エネル

ギーの可能性

は大変大きな

ものがありま

す。

昨
年
10
月
末
現
在
、
全
国
１

７
５
自
治
体
で
実
施
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が
、
今
年

度
３
３
０
自
治
体
に
急
速
に
広

が
り
ま
し
た
。
県
内
で
は
相
模

原
市
、
厚
木
市
、
三
浦
市
、
葉

山
町
、
寒
川
町
、
湯
河
原
町
で

実
施
。
南
足
柄
市
で
は
今
年
度

実
施
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
は
大
工
、

塗
装
・
屋
根
・
サ
ッ
シ
・
電
気
・

設
計
・
建
材
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

業
種
・
業
者
が
関
わ
る
た
め
、

経
済
波
及
効
果
が
大
き
く
、
不

況
対
策
と
し
て
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
に
は
安
心
・
安

全
な
住
環
境
を
提
供
で
き
る
こ

と
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

いま小田原市は住民避難の行動計画を策

定し、標高を示した地域地図を試作、住民

への説明を始めました。また５月から実態

調査に入った、中高層建物の受け入れを確

認し、あらためて安全な避難場所を決定し

ます。

日
本
共
産
党
の

無
料
法
律
相
談

担
当
弁
護
士

岡
村

三
穂

８
月
２
日
（
火
）

次
回９

月
４
日
（
火
）

午
後
１
時
よ
り

※
予
約
制
で
す
の
で
、
相

談
さ
れ
る
方
は
、
関
野
、

原
田
、
田
中
ま
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

法律相談・市政・生活相談は
下記へご連絡ください

℡/Fax 住所
関野たかし ４２－０３１６ 曽我岸90

原田としじ ４８－４９３１ 南鴨宮2-24-14

田中りえ子 ３５－５３８９ 扇町1-6-2
（市役所 市議団控室 ３３ー１７８９）

Eﾒｰﾙ(代表) tanakarieko@nifty.com

東日本大震災は、神奈川県西部地震や東海地震などの大規

模地震の発生が危惧されて

いる中で、市民の津波に対

する不安を急速に高めまし

た。

小田原市は、市民の津波

に備える意識の向上を図る

ため、新たに広域避難所

（小･中学校）や公共施設等

１３０箇所に３００枚の海

抜表示板を設置することを

決め、準備を進めています。 既存の海抜表示板


